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研究成果概要 
今年度は、モンテカルロシミュレーションを用いて、SK―Gdにおける中性子検出効率、
および、反ニュートリノ識別能力の評価、ガドリニウム水による水の透過率低下、さら

に、検出器性能への影響の評価を行った。実際に試験タンクで測定されたガドリニウム

水の水質データを用いてニュートリノ事象のシミュレーションを生成および事象再構成

を行い、検出器性能を評価した結果、一部では性能の低下は見られるものの、ほぼガド

リニウム水と純水では検出器性能に違いは見られないことが評価された（図 1参照）。ま
た、ニュートリノ事象シミュレーションでガドリニウムによる中性子識別機能を組み込

み、T2K実 験でのニュートリノ事象での反ニュートリノ識別されたデータサンプルを用
いてニュートリノ振動解析を行いつつある。これらの成果は学会などで発表された。 
  

 
図 1：純水（黒線）とガドリニウム水（赤線）での場合の粒子識別分布。 
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